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地域住民の皆様の安全・安心を守ります。

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた特殊災害対応訓練



　

＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

報第２号

 

議第５号

議第６号

第　8　　議第　５号　駿東伊豆消防組合管理者等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について　　

第   9　　議第　６号　令和３年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第１回）について

第 10　　認第　２号　監査委員の選任について（組合議員）

第　４　  議長の選挙

第　５　  会期の決定

第　６　  報第　２号　繰越明許費繰越計算書の報告について

第   ７　  認第　１号　令和２年度駿東伊豆消防組合会計歳入歳出決算の認定について

第　３　  諸般の報告

   令和３年第２回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　令和３年８月16日（月曜日）午後３時00分　開会

第　２　  会議録署名議員の指名

第　１　  議席の指定

令和３年度駿東伊豆消防組合
会計補正予算（第１回）につ
いて

第 11　   消防行政に対する一般質問 

＜ 　議 案 一 覧 　＞

議案名 内　容 議決結果

第 12      議会運営委員会の閉会中の継続調査

認第２号
本案は、新たに組合議員から監査委員を選任することについて同意を求めるもの
です。

同意監査委員の選任について（組
合議員）

本案は、地方自治法施行令第146条第２項の規定により、令和２年度駿東伊豆
消防組合会計繰越明許費繰越計算書を報告するものです。

報告繰越明許費繰越計算書の報告
について

認第１号

本案は、地方自治法第233条第３項の規定により、令和２年度駿東伊豆消防組
合会計歳入歳出決算を、監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものです。

認定
令和２年度駿東伊豆消防組合
会計歳入歳出決算の認定につ
いて

本案は、令和２年４月の地方自治法の改正により、管理者をはじめとする組合の
全ての職員の組合に対する損害賠償責任について、一部を免責とすることに関
し、必要な事項や基準を定めるものです。

可決
駿東伊豆消防組合管理者等の
損害賠償責任の一部免責に関
する条例の制定について

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億5,942万1,000円を追加
し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ61億7,109万9,000円とするもの
です。

可決

駿東伊豆消防組合議会 定例会が開催されました。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ２



当
組
合
職
員
の
１
回
目
及
び
２
回

目
の
接
種
率
に
つ
い
て
、
ま
た
、
接
種
会

場
及
び
接
種
日
に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺

う
。

総
務
課
長

接
種
対
象
職
員
６
１

６
人
の
う
ち
、
接
種
し
た
職
員
は
６
０
１

人
で
、
９
７
．
６
％
で
あ
り
ま
す
。

接
種
会
場
は
、
沼
津
市
は
「
キ
ラ
メ
ッ

セ
ぬ
ま
づ
」
、
清
水
町
は
「
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
」
、
函
南
町
は
「
順
天
堂
大
学
医
学
部

附
属
静
岡
病
院
」
、
伊
豆
の
国
市
は
「
公
益

財
団
法
人
伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
」
、

伊
豆
市
は
「
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
、
伊
東
市

は
「
佐
藤
病
院
」
、
東
伊
豆
町
は
「
康
心
会

伊
豆
東
部
病
院
」
で
あ
り
ま
し
た
。

接
種
日
は
、
１
回
目
は
４
月
１
９
日
か

ら
５
月
１
７
日
、
２
回
目
は
５
月
１
１
日

か
ら
６
月
１
０
日
ま
で
の
間
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
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接
種

後
の

職
員
の
副
反

応
の
状
況

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務

課
長

副
反
応
の

状
況
と
対

応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
回
目
、
２
回
目

と
も
に
、
接
種
後
３
日
間
の
状
況
と
な
り

ま
す
が
、
１
回
目
接
種
後
の
副
反
応
は
、

腕
の
痛
み
が
５
１
８
人
で
８
６
．
２
％
、

倦
怠
感
が
４
２
人
で
７
．
０
％
、
発
熱
が

１
０
人
で
１
．
７
％
、
そ
の
他
、
頭
痛
・

関
節

痛
な

ど
の

症
状
が
あ
っ

た
者
が
２

８
人
で
４
．
７
％
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
り
、
出
勤

が
困

難
な

者
に

は
特
別
休
暇

の
適
応
と

な
り
ま
す
が
、
１
回
目
接
種
後
に
取
得
し

た
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
回
目
接
種
後
の
副
反
応
は
、
腕
の
痛

み
が
４
３
９
人
で
７
３
．
０
％
、
倦
怠
感

２
９
４
人
で
４
８
．
９
％
、
発
熱
が
２
１

４
人
で
３
５
．
６
％
、
そ
の
他
、
頭
痛
・

関
節

痛
な

ど
の

症
状
が
あ
っ

た
者
が
２

０
５
人
で
３
４
．
１
％
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
症
状
に
よ
り
特
別
休

暇
を

取
得

し
た

者
は
７
４
人

で
１
２
．

３
％
で
し
た
。

第
二
回
定
例
会
で
は
、
１
人
の
組
合

議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

杉
村

清

議
員

接
種
し
て
い
な
い
職
員
が
い
れ
ば
、

そ
の
対
応
を
伺
う
。

総
務
課
長

接
種
し
て
い
な
い
職
員

は
１
５
人
で
、
２
．
４
％
で
し
た
。

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
各
職
員
の
か
か
り
つ
け
医
の
判
断

や
、
本
人
の
体
質
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

強
制
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

個
人
の
判
断
に
委
ね
て
お
り
ま
す
。

救
急
救
命
士
に
よ
る
住
民
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
伺
う
。

救
急
課
長

静
岡
県
か
ら
、
現

状
、

救
急
救
命
士
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
と
回
答
を

得
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に

つ
い
て
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消
防
団
員
が
少
な
い
こ
と
で
、
災
害

現
場
で
の
不
具
合
や
苦
慮
し
た
こ
と
が
あ

れ
ば
伺
う
。

警
防
課
長

本
消
防
本
部
の
発
足
以

来
、
火
災
や
自
然
災
害
等
に
お
い
て
、
消
防

団
と
連
携
し
た
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
特
に
不
具
合
や
苦
慮
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
団
員
の
減
少
が
、
今
後
、
消
防
活

動
に
と
っ
て
危
惧
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

伺
う
。警

防
課
長

災
害
発
生
時
、
地
域
の

消
防
防
災
活
動
の
要
と
な
る
消
防
団
員
の

減
少
は
、
本
消
防
本
部
と
消
防
団
と
の
連

携
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
災
害
対
応
を
円
滑
に
進
め
る
う

え
で
、
困
難
な
状
況
が
生
じ
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
の
対
応

力
を
上
回
る
災
害
発
生
時
に
お
け
る
消
防

団
員
の
必
要
性
や
重
要
性
に
つ
い
て
、
消

防
本
部
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

警
防
課
長

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

大
規
模
な
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
、
本
消
防
本
部
は
、
火
災
、
救
助
に
重

点
を
置
い
た
人
命
優
先
の
活
動
と
な
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
消
防
団
に
は
、
住
民
の
避

難
誘
導
、
安
否
確
認
や
行
方
不
明
者
の

捜
索
な
ど
、
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
減
少
に
伴
う
駿
東
伊
豆
消

防
本
部
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

消防団と更なる連携強化を図って

まいります。

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
議
会
議
長

植
松

恭
一

た
だ
い
ま
同
僚
、
諸
先
輩
の
方
々
の
推

薦
で
議
長
に
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
植
松
恭
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
今

回
で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
前
回
の
時
と

違
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
内
憂
外
患
が
多

い
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。
身
を
引
き
締
め

て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

浅
学
非
才
な
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
方
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
な
ん
と
か
務
め
上
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

植松 議長

新議長 就任あいさつ

監
査
委
員

天
野
佐
代
里

た
だ
い
ま
皆
様
方
の
御
同
意
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
監
査
委
員
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
天
野
佐
代
里
で
ご
ざ

い
ま
す
。

月
ケ
洞
代
表
監
査
委
員
に
御
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
、
誠
実
に
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

天野 監査委員

新監査委員 就任あいさつ



重岡　秀子

森下　　茂 伊豆の国市 議会運営委員

伊東市

議席番号

１番

２番

３番

４番

沼津市

伊東市 議会運営委員

10番

11番

伊豆市 15番

16番

12番

13番

14番

９番

浅田　藤二

岩城　　仁

秋山　治美

須佐　　衛

浅田美重子

井原三千雄

大川　勝弘

５番

６番

７番

８番

杉村　　清

佐野　俊光

内山　愼一

副議長

監査委員

議会運営委員

議会運営委員

伊東市

伊豆の国市

函南町

清水町

東伊豆町

宮﨑　雅薫

天野佐代里

議会運営副委員長

沼津市

函南町

清水町

東伊豆町

議席番号 議員氏名 役　職選出市町 選出市町議員氏名 役　職

17番

18番

議会運営委員

議会運営委員長

議長

長田　吉信

植松　恭一

伊豆市

沼津市

沼津市

沼津市

永岡　康司

深田　　昇
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このたび、新たに沼津市、伊豆の国市、東伊豆町、函南町及び清水町から12人の組合議員が選出され

ました。

沼津市

植松恭一議員
沼津市

長田吉信議員

沼津市

深田 昇議員

沼津市

井原三千雄議員
沼津市

浅田美重子議員

伊豆の国市

天野佐代里議員

伊豆の国市

森下 茂議員

東伊豆町

内山愼一議員
東伊豆町

須佐 衛議員

函南町

杉村 清議員

函南町

岩城 仁議員

清水町

佐野俊光議員

新議会構成

新たに選出された議会運営委員会 長田委員長



-56.9%

区分

          

予
算
額

補　　　　　正 56,038 130,037 -73,999

―

最　　　　　終 6,264,594 6,328,293 -63,699 -1.0%

繰越事業費繰越額 0 0 0

-0.9%

決　　算　　額 6,255,479 6,314,352 -58,873 -0.9%

調　　定　　額 6,255,479 6,314,352 -58,873

0.1pt

対調定額収入率 100.0% 100.0% ― 0pt

対予算現額収入率 99.9% 99.8% ―

歳

入

歳

出 翌年度繰越額 1,114 0

0

決　　算　　額 6,090,771 6,246,201 -155,430

当　　　　　初

-2.5%

執　　行　　率 97.2% 98.7% ― -1.5pt

―

収入未済額 0 0 0 ―

不納欠損額 0 0

増減率増　減令和元年度令和２年度

0.2%10,3006,198,2566,208,556

―

不　　用　　額 172,709 82,092 90,617 110.4%

1,114
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報告中の森下議員

令和２年度決算審査報告

令和２年度の当初予算額は、6,208,556千円で、これ

に補正予算額 56,038千円を加えた最終予算額

6,264,594千円となっており、前年度に比べ63,699千円

減少している。

歳入決算額は、6,255,479千円で、前年度に比べ

58,873千円減少している。

収入率は、予算現額に対して99.9％、調定額に対し

て100％と、前年度同様の水準で、不納欠損額及び

収入未済額のない良好な状態である。

歳出決算額は、6,090,771千円で、前年度に比べ

155,430千円減少している。

執行率は97.2％で、前年度に比べ1.5ポイント低下し

ている。

翌年度繰越額は1,114千円で、これはコロナ対策経

費を繰越したものである。

不用額は172,709千円（対予算比2.8％）で、前年度

に比べ90,617千円増加している。不用額の主なもの

は、職員管理費137,636千円（対予算比2.2％）及び消

防運営費14,890千円（対予算比0.2％）である。

予算執行状況

前年度と比較すると、次のとおりである。 （単位：千円・％）

分担金及び負担金

組合債

繰越金

繰入金 県支出金

諸収入

使用料及び手数料

財産収入

歳入

歳入合計

62億5,547万9千円

58億5,174万8千円

622万6千円

2,609万8千円

387万6千円

4,585万1千円2,262万9千円

6,815万1千円

2億3,090万円

消防費

総務費

公債費
議会費

歳出

歳出合計

60億9077万1千円

83万円2億468万5千円

9,898万円

57億8,627万6千円



 

　

 

        

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ７

熱海市土砂災害応援出動の活動報告を行いました。

７月３日に熱海市伊豆山で発生した土砂災害に、静岡県消防相互応援協定に基づき出動しました。

活動期間：７月３日から８月３日までの32日間

出動部隊：指揮隊・救助隊・救急隊・消火隊・重機隊

延べ142隊 521人

第２回定例会終了後

① 逢初川の状況 ② 静岡県隊 活動方針
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駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ８

③ 重機による活動 ④ コンパネを敷き足場を確保しての活動

⑦ 新幹線の線路脇の捜索活動 ⑧ 熱海市長の謝辞及び静岡県隊解散式

⑤ 人海戦術による活動 ⑥ 検索棒を使用した検索活動


